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人
と
人
と
の
関
係
性
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
リ
ー
ズ
コ
ラ
ム

子
ど
も
の
成
長
と
関
係
性
の
変
化

―

精
神
的
な
敷
地―

第1回人
間
は
誰
で
あ
れ
、
自
分
自
身
の
『
精
神
的
な
敷
地
』

を
持
っ
て
い
ま
す
。
『
精
神
的
な
敷
地
』
と
は
、
自
分
だ

け
で
考
え
た
り
、
感
じ
た
り
、
判
断
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
所
の
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
自
宅
で
過
ご
し
て
い
る
時
に
、
誰
か
が
勝
手

に
入
っ
て
き
て
、
部
屋
の
中
を
ジ
ロ
ジ
ロ
見
た
り
、
掃
除

を
し
は
じ
め
た
り
し
た
ら
、
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感

じ
る
で
し
ょ
う
か
。
嫌
な
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
怖
い
と

思
っ
た
り
し
て
、
守
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
同
じ
よ
う
に
、『
精
神
的
な
敷
地
』
も
、
誰
か

が
勝
手
に
入
っ
て
き
た
場
合
は
、
安
全
を
お
び
や
か
さ
れ
、

守
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。
自
分
の
考
え
や
感
覚
、

判
断
を
、
勝
手
に
変
え
ら
れ
た
り
、
一
方
的
に
ダ
メ
出
し

さ
れ
た
り
し
た
時
に
感
じ
る
何
と
も
言
え
な
い
不
快
感
は
、

『
精
神
的
な
敷
地
』
の
境
界
線
を
勝
手
に
越
え
ら
れ
た
た

め
に
生
じ
る
、
安
全
を
お
び
や
か
さ
れ
た
感
覚
、
守
ら
れ

て
い
な
い
感
覚
で
、
こ
れ
は
健
康
な
状
態
と
は
言
え
ま
せ

ん
。『
精
神
的
な
敷
地
』
が
守
ら
れ
る
こ
と
は
、
精
神
的

な
健
康
が
守
ら
れ
る
こ
と
に
直
結
し
て
お
り
、
健
康
な
人

間
関
係
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、『
精
神
的
な
敷

地
』
に
対
す
る
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
、
自
分
の
『
敷

地
』
を
守
る
、
相
手
の
『
敷
地
』
に
入
り
込
ま
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
も
う
少
し
言
う
と
、
自
分
の
『
敷
地
』
は

自
分
の
も
の
で
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
す
る
か
、

誰
を
出
入
り
さ
せ
る
か
は
、
自
分
で
決
め
て
い
い
の
で
す
。

そ
し
て
自
分
の
『
敷
地
』
を
尊
重
す
る
よ
う
に
、
相
手
の

『
敷
地
』
も
同
じ
ル
ー
ル
で
尊
重
し
ま
す
。

こ
の
関
係
性
は
誰
と
で
あ
っ
て
も
普
遍
で
す
が
、
親
子

関
係
に
お
い
て
は
少
し
特
別
で
す
。
親
は
、
何
も
で
き
な

い
赤
ち
ゃ
ん
の
状
態
か
ら
子
ど
も
を
育
て
ま
す
の
で
、
親

が
子
ど
も
の
『
敷
地
』
の
手
入
れ
を
し
、
人
の
出
入
り
も

決
め
て
い
き
ま
す
。
い
う
な
れ
ば
、
同
じ
『
敷
地
』
の
中

で
生
活
し
て
い
る
関
係
性
で
す
。

と
こ
ろ
が
子
ど
も
が
成
長
し
、
い
わ
ゆ
る
思
春
期
に
入

る
と
そ
う
は
い
か
な
く
な
り
ま
す
。
今
ま
で
は
同
じ
『
敷

地
』
に
住
ん
で
、
親
の
や
り
方
で
手
入
れ
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
思
春
期
と
も
な
る
と
、
今
ま
で
の
よ
う
に
親
の
や

り
方
で
子
ど
も
の
『
敷
地
』
に
手
入
れ
を
し
て
い
る
と
、

違
和
感
が
出
て
く
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る

と
、
親
子
で
あ
っ
て
も
同
じ
『
敷
地
』
に
住
み
、
同
じ
方

法
で
手
入
れ
を
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
か

と
い
っ
て
、
完
全
に
お
互
い
の
『
敷
地
』
を
分
け
て
、
相

手
の
『
敷
地
』
に
絶
対
に
入
り
込
ま
な
い
、
子
ど
も
だ
け

で
『
敷
地
』
の
管
理
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
難
し
い
時
期

だ
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
思
春
期
の
子
ど
も
と
親
の
『
敷
地
』
の
ス
タ
ン

ス
と
し
て
、
下
宿
人
（
子
ど
も
）
と
大
家
（
親
）
の
関
係

性
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
大
家

か
ら
す
る
と
、
下
宿
人
に
場
所
を
貸
し
て
い
る
の
で
、
貸

す
う
え
で
の
ル
ー
ル
は
下
宿
人
に
守
っ
て
も
ら
う
、
共
用

の
場
所
に
何
か
を
置
い
た
ら
撤
去
す
る
、
と
い
っ
た
範
囲

で
『
敷
地
』
の
外
側
の
お
世
話
を
す
る
。
他
方
で
、
下
宿

人
の
部
屋
の
中
が
ど
ん
な
に
片
付
い
て
い
な
く
て
も
、
そ

れ
は
下
宿
人
の
責
任
の
範
囲
な
の
で
手
は
出
さ
な
い
、
と

い
っ
た
関
係
性
で
す
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
、『
精
神
的
な

敷
地
』
に
置
き
換
え
て
、
大
家
の
ル
ー
ル
の
範
囲
、
下
宿

人
の
責
任
の
範
囲
を
考
え
て
関
わ
っ
て
み
る
と
、
お
互
い

の
『
精
神
的
な
敷
地
』
が
お
び
や
か
さ
れ
な
い
、
安
心
で

健
康
的
な
関
係
性
に
な
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時

の
大
家
の
ル
ー
ル
や
下
宿
人
の
責
任
の
範
囲
は
そ
れ
ぞ
れ

の
家
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
は
合
意
で
き

な
く
て
も
、
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
く
過
程
は

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

思
春
期
の
子
ど
も
と
の
関
係
性
は
難
し
い
も
の
で
す
が
、

親
子
で
あ
っ
て
も
、
安
全
で
健
康
な
関
係
性
を
意
識
し
て

い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
Ａ

　宇治黄檗学園では、宇治市教育委員会研究指定校として、令和２年度よりコミュニティ・スクールを推進してきました。
学校運営協議会については、令和３年１月に立ち上げ、今年度も、第1回協議会を４月に開催し、15名の委員が教育ビ
ジョンを共有する中で、学校運営方針が承認されました。コミュニティ・スクールも３年目を迎え、「地域とともにある学
校づくり」を目指し、大人の熟議のみにとどまらず、子どもたちの成長に繋げるような視点を大事にして、取組を充実さ
せていきたいと考えています。

　ボランティア登録を基に、地域住民の方に得意分野を活かして学習支援を行っていただけるように、職員室にCSコー
ディネーターの席を設け、地域連携担当教職員と調整をしています。学習支援に入る学年の授業内容や支援形態を共有
し、当日の流れを確認していきます。さらに、支援後も、必ず振り返りをしています。支援のポイントになる部分や担任か
らの気付き、次回に向けての要望など、確認し連絡調整しています。

学校運営協議会

宇治黄檗学園 コミュニティ・スクールの取組

ＣＳコーディネーター（地域学校協働活動推進員）と教職員のコミュニケーション

　５月、第６学年家庭科「ナップザックづくり」の授業で、ミシンの取扱いに関わって学習支援をし
ていただきました。特に、児童の作業が難しい部分を重点的に支援していただきました。ボランティ
アの方々からは、「子どもたちからエネルギーをもらいました。」と、大変うれしいコメントをいた
だき、この取組を通してお互いがwin-winの関係になり、「学校を核とした地域づくり」にも一歩踏
み出せたような気がします。

「地域とともにある学校」で子どもたちの成長につなげる

ご家庭でも引き続き感染拡大防止にご協力お願いします

●不安を差別につなげない
●正しい知識と情報を知る
●患者やその家族、医療従事者等への配慮

STOP
コロナ差別

（文部科学省及び法務省啓発資料をもとに作成）

●毎日の検温
●発熱や風邪の症状が
あるときは、無理せず
自宅療養
●家族に体調不良者がい
る場合は外出を控える

毎日の健康観察
●外から帰ったとき
●咳やくしゃみ、鼻をかん
だとき
●共有のものを触ったとき
●食事の前後 等

手洗いの励行
●咳・くしゃみをする際
に、マスクやティッ
シュ・ハンカチ、袖を
使って、口や鼻をおさ
える

咳エチケットの徹底
●こまめな換気
●身体的距離の確保
●場面に応じた適切なマ
スクの着用

密の回避
●十分な睡眠
●適度な運動
●バランスのとれた食事

抵抗力を高める

教
育
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
人
は
人
の
中
で
し
か

 

育
た
な
い
」

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
、
新
し
い
学
校
の
生
活
様
式
に
よ
る

感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
行
わ
れ
て
い
る
学
校
教
育
活
動

も
、
３
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
支
え
て
く
だ
さ

る
保
護
者
の
皆
様
、
学
校
へ
様
々
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
地
域
の
皆
様
、
学
び
を
止
め
る
こ
と
な
く
創
意
工
夫
し

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
教
職
員
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
間
、
世
界
で
の
出
来
事
を
見
ま
す
と
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
う
私

た
ち
と
し
て
断
じ
て
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
過
ち
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
戦
禍
の
中
、
当
た
り
前
の
日
常
が
奪
わ
れ
、
傷
つ
き

悲
し
む
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
観
る
と
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ

る
思
い
で
一
杯
で
す
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
日
本
は
も
と

よ
り
世
界
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
３
年
前

に
は
誰
も
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
事
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
予
測
不
可
能
な
時
代
（
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
）
に
お
い
て
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
生
き
抜
く
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
如
何
に
大
切
か
を
考
え
る
と
、
教
育
の
果
た
す
べ
き
役
割

の
大
切
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

宇
治
市
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
年
３
月
に

策
定
い
た
し
ま
し
た
「
第
２
次
宇
治
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」

に
お
け
る
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、「
子
ど
も
た
ち
を
教
育

す
る
の
は
、
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
、
将
来
、
働
く
た
め

の
準
備
を
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
向

き
で
、
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
人
と
折
り
合

い
を
つ
け
る
社
会
性
や
積
極
的
に
社
会
参
画
す
る
こ
と
が
で

き
る
市
民
と
な
っ
て
い
く
た
め
に
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
教
え
る
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の

可
能
性
を
引
き
出
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
と
は
違
う
新
し
い
社
会
の
中
に
お
い
て
も
、

「
人
は
人
の
中
で
し
か
育
た
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
不
易

な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
学
校
は
子
ど
も
が
社
会
を
経

験
す
る
場
で
あ
り
、
教
師
と
子
ど
も
、
ま
た
、
子
ど
も
同
士

が
お
互
い
に
働
き
か
け
る
か
ら
こ
そ
、
真
に
生
き
る
力
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
学
校
は
そ
の
た
め
に
あ
り
、
現

在
、
感
染
症
対
策
と
し
て
回
避
し
て
い
る
「
密
」
は
本
来
、

最
も
大
切
な
要
素
で
あ
り
ま
す
。
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
行

う
様
々
な
取
組
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束

す
る
ま
で
の
措
置
と
し
て
や
む
を
得
ま
せ
ん
が
、
必
要
な

「
密
」
が
許
さ
れ
る
学
校
に
戻
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま

せ
ん
。

こ
れ
か
ら
益
々
暑
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
く

れ
ぐ
れ
も
お
体
を
大
切
に
、
健
康
第
一
で
お
願
い
し
ま
す
。

宇
治
市
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
よ
り
良

い
教
育
の
推
進
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心
で
健
や

か
で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
学
び
の
保
障
や
心
身
の
健

康
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

コミュニティ・スクールの推進にむけて
　家庭・学校・地域がそれぞれの強みをいかしてつながり、子どもたちをはぐくむため、本年度より、市立のすべての小中学校で学校運営協議会を設置する
とともに、地域学校協働活動を一体的に行うコミュニティ・スクール（CS）を推進していきます。
　今回は、令和2年度から研究指定校として、コミュニティ・スクールを推進してきた宇治黄檗学園の取組を紹介します。
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令和4年度  宇治市教育予算のあらまし令和4年度  宇治市教育予算のあらまし 
　宇治市教育委員会では、「宇治市第６次総合計画」に基づき、「第２次宇治市教育振興基本計画」のスタート年として、着実に政策や
事業を進めていきます。以下に、本年度の主な事業を紹介します。　

令和４年度　教育予算(当初分)５２億９,５１４万円

★新規事業　◎拡充事業　◆継続事業　◇コロナ関連

小中一貫教育を柱とした
「自律的かつ協働的な学びの創造」のために
小中一貫教育を柱とした
「自律的かつ協働的な学びの創造」のために

「学びを促す学校内外の環境整備」
のために
「学びを促す学校内外の環境整備」
のために

◆源氏物語ミュージアム・生涯学習センター
　講座等開催費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６１万円
◆源氏物語ミュージアム・歴史資料館
　企画展示費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０２万円
◆図書館資料提供費
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，７８５万円
　図書等の購入に要する経費
◇電子図書館サービス事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６６万円
　図書館に来館せずにパソコンやスマートフォン等から利用できる電子図書
　館サービスの運用に要する経費
★◇視覚障害者専用電子図書館事業費 ・・・・・・・・・・・・・２１万円

「多様性を尊重し包容力ある人間性の涵養」
のために
「多様性を尊重し包容力ある人間性の涵養」
のために

◆小中一貫教育推進費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４，９３４万円
　小中一貫教育体制運営教員(ラーニングコーディネーター)を全中学校ブ
　ロックに配置し、小中一貫教育を推進
◆いきいき学級支援員設置費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，０７５万円
　特別な教育的支援を要する児童生徒への支援体制の充実
◆図書館教育充実事業費
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，７６５万円
　中学校ブロックごとに各１名の学校司書
　を配置し、司書教諭と連携し学力向上に
　資する取組を継続推進

★◇電子図書館学校連携事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・１，１９９万円
　小学校３年生以上の市立小中学生にタブレット端末で利用可能な電子図
　書館ＩＤを付与
◆「宇治学」推進事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４１１万円
　「宇治で学ぶ、宇治を学ぶ、宇治のために学ぶ」をコンセプトとした「宇治学」
　(総合的な学習の時間)を推進
◆小学校・中学校「総合的な学習の時間」推進費 ・・・・・７１５万円
　地域の特性を生かした特色ある教育活動を展開するとともに、歴史・風土・
　産業など教科書の枠を越えた体験的な学習の実施
◆英語指導助手設置費
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４，７８３万円
　英語指導助手(ＡＥＴ)を小中学校
　及び幼稚園に派遣
◎小学校・中学校就学援助費
　・・・・・・・・・・・・・・・・・１億２，００９万円
　学用品等の就学援助費（オンライン学習通信費に係る援助費を追加）
◎小学校・中学校特別支援教育費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・６４９万円
　特別支援教育に必要な教材や就学奨励費(オンライン学習通信費に係る
　奨励費を追加)

◆学校支援チーム活動費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８４３万円
　学校現場の解決困難な事象について、学校支援チームを編成し、専門的
　な助言や関係機関との連携により、早期解決に向けた支援を実施
◆生徒指導研究推進費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５３万円
◆生徒指導緊急配置支援員派遣事業費 ・・・・・・・・・・・・２４８万円
◆不登校児童生徒支援事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６２５万円
　福祉的支援も含めた総合的な不登校児童生徒の支援を実施
◆不登校児童生徒自立支援教室運営費 ・・・・・・・・・・・・５８２万円
◆心と学びのパートナー派遣事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・１６９万円
　中学校を対象に臨床心理学専攻の大学院生等を派遣
★家庭教育アドバイザー事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７１万円
　教育と福祉が連携し、就学前から就学後にわたって切れ目のない支援を
　実施するための研究

◆給食・調理環境充実費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２億４，９４９万円
　給食調理民間委託及び食器・調理備品の補充・更新
◆中学校昼食提供事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６５６万円
　栄養に配慮した注文弁当の提供
◎中学校給食準備事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，０００万円
　給食センター整備に係る測量・地質調査等に要する経費

★(仮)西小倉地域小中一貫校整備事業費 ・・・・・・・・８，４００万円
　(仮)西小倉地域小中一貫校の整備に向けた設計委託
◎小学校・中学校・幼稚園維持整備事業費 ・・・・・４億１，７２１万円
　良好な教育環境の確保と施設の維持・保全を図り老朽化等に対応
◎小学校・中学校・幼稚園管理運営費 ・・・・・・・・・４億７，７５９万円
　国が実施するデジタル教科書実証事業に合わせた指導用デジタル教科書
　等導入
★小学校・中学校照明ＬＥＤ化事業費 ・・・・・・・・・・１億２，２２７万円
★小学校・中学校ＩＣＴ教育充実事業費 ・・・・・・・・２億６，７９８万円
　校内ＩＣＴ環境及びＩＣＴ教育内容の充実（ＩＣＴ支援員の配置含む）
★教育情報ＩＣＴ化推進事業費
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，５００万円
　ＩＣＴを活用し多角的な分析による、きめ細
　かい教育の実施に向けて調査・検討

◆教育情報ネットワークシステム運営費 ・・・・・・１億６，３２６万円
　教育情報ネットワークシステムに関する管理運営に要する経費
◆緊急安全対策事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，８９２万円
　小学校・幼稚園における児童等の安全確保を図るための学校運営支援員
　の配置等
◎安全対策強化費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３，３００万円
　小学校内及び周辺の安全対策を強化するため、防犯カメラを増設

◎地域学校協働活動推進費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，８１８万円
　学校運営協議会と地域学校協働活動を一体的に推進する取組を実施
◆幼稚園預かり保育事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３１５万円
　公立幼稚園において預かり保育を試行実施
◎子育て支援施設等利用給費補助金 ・・・・・・・・・・・・４，９８３万円
　幼児教育無償化に伴う私立幼稚園等に就園する満３～５歳児を対象とした
　補助
◆放課後こども教室支援事業費 ・・・・２８２万円
　平日の放課後、土曜日の午前中に子どもの居場所を確保し、遊びや学びの
　場を提供する活動に対して支援する経費
◆少年補導活動費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０２万円
◆青少年健全育成推進費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２８万円

京都府教育委員会指定
●絆の作り手育成プログラム研究校 ・・・・・・・・宇治黄檗学園  宇治小学校
●次世代型学力・学習状況調査研究事業 ・・・・・・・・・・広野中学校ブロック
　  　　　　　　　           （大久保小学校、大開小学校、広野中学校）
●地域・企業等と連携したＰＩＳＡ型読解力育成事業 ・・・・・・・広野中学校
●食に関する指導充実事業実践中心校 ・・・・・神明小学校、南小倉小学校
●学校図書館機能充実実践校 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・槇島中学校

京都府山城教育局指定
●山城地方学校力向上トライアル校 ・・・・・・・・東宇治中学校、大開小学校

宇治市教育委員会指定
●家庭教育アドバイザー事業研究指定校 ・・・・・・・・・・・・・・・・・伊勢田小学校

京都府小学校教育研究会
●体育部研究協力校（2年次研究協議会） ・・・・・・・・・・・・・・・・西小倉小学校

宇治市の小･中学校では、児童生徒に質の高い学力や豊かな人間性を
身に付けさせるための積極的な研究活動等を行っています。

0774-21-1890 メールアドレス　k-soudan@city.uji.kyoto.jp平日の午前９時から５時まで電話

対象 
小・中学生の皆さん
保護者の皆さん

電話でもメールでも
お気軽にご相談ください

「ふれあい教育相談」「ふれあい教育相談」
メールアドレス用
QRコード

令和４年度  研究指定校紹介

西小倉地域における
小中一貫校の整備について

TEL：0774-20-8772（直）　　　
FAX：0774-21-0400
e-mail：gakkokaikaku@city.uji.kyoto.jp

ご意見・お問い合わせ
宇治市教育委員会　学校改革推進課　

１．子どもたちが光り輝く小中一貫教育を推進する学校
２．多機能で変化に対応し、多様な教育課題に対応できる学校
３．安全・安心で、利用しやすく、子どもたちが楽しく通える学校
４．家庭・学校・地域が連携・協働し、互いの安心と信頼が生まれる、地域のシンボルとなる学校

「しなやかで健やかな身体(からだ)の育成」
のために
「しなやかで健やかな身体(からだ)の育成」
のために

「家庭・学校・地域の連携・協働促進」
のために
「家庭・学校・地域の連携・協働促進」
のために

「市民が学び合う生涯学習社会の進展」「市民が学び合う生涯学習社会の進展」
「歴史と文化の継承・活用」のために「歴史と文化の継承・活用」のために

１

2

3

4

5

6
7

宇治市宣伝大使
ちはや姫

異学年の一体感を育む回廊型案
回遊性のある動線により異学年の一体感・
交流を促進する空間構成

校舎棟を南側に一列に配置した
視認性の高い従来型の空間構成

校舎棟を南側に配置した従来型案

B案
＜＞

宇治市では、平成24年度より全市で小中一貫教育を実施し、義務教育9年間を通して、
児童生徒の発達段階に応じた系統的・継続的な学習指導や生徒指導を行うことにより、
学力の充実・向上を図るとともに、豊かな人間性や社会性を育むことに努めております。
西小倉地域では、児童生徒数が減少している課題を踏まえ、平成30年10月に地域を主
体とした「西小倉地域の小・中学校のあり方検討委員会」を設置され協議を重ねられまし
た。その結果、教育環境の充実・向上を目指すため、西小倉小学校、北小倉小学校、南小倉
小学校、西小倉中学校を統合した小中一貫校を新設することで意見集約され、令和元年12
月、要望書が宇治市に提出されました。これを受け、宇治市教育委員会として、さらに小中
一貫教育を進めるため、西小倉地域を対象とした本市2校目となる施設一体型小中一貫校
を整備することといたしました。

令和4年1月26日に、小中一貫校の開校の準備に向けた協議を行うため、西小倉地区コ
ミュニティ推進協議会、西小倉自治連合会、学校運営協議会、体育振興会及びPTA、宇治市
小中一貫教育推進協議会から選出された委員等で構成される「西小倉地域小中一貫校整
備検討委員会」を発足し、協議を開始しました。
子どもたちの教育環境をより良いものとすることを基本的な考え方として、西小倉中学
校敷地にて令和8年4月開校を目指します。

〈整備に向けての検討〉

西小倉地域
小中一貫校整備の
基本コンセプト

　配置イメージ（案）〔以下のA案・B案〕⇒　今後、この配置イメージ（案）を基に基本計画を策定します。

A案 B案

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度



（3） 2022年（令和4年）7月20日発行　第91号宇治市の教育だより 第91号 2022年（令和4年）7月20日発行　（2）宇治市の教育だより

令和4年度  宇治市教育予算のあらまし令和4年度  宇治市教育予算のあらまし 
　宇治市教育委員会では、「宇治市第６次総合計画」に基づき、「第２次宇治市教育振興基本計画」のスタート年として、着実に政策や
事業を進めていきます。以下に、本年度の主な事業を紹介します。　

令和４年度　教育予算(当初分)５２億９,５１４万円

★新規事業　◎拡充事業　◆継続事業　◇コロナ関連

小中一貫教育を柱とした
「自律的かつ協働的な学びの創造」のために
小中一貫教育を柱とした
「自律的かつ協働的な学びの創造」のために

「学びを促す学校内外の環境整備」
のために
「学びを促す学校内外の環境整備」
のために

◆源氏物語ミュージアム・生涯学習センター
　講座等開催費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６１万円
◆源氏物語ミュージアム・歴史資料館
　企画展示費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０２万円
◆図書館資料提供費
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，７８５万円
　図書等の購入に要する経費
◇電子図書館サービス事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６６万円
　図書館に来館せずにパソコンやスマートフォン等から利用できる電子図書
　館サービスの運用に要する経費
★◇視覚障害者専用電子図書館事業費 ・・・・・・・・・・・・・２１万円

「多様性を尊重し包容力ある人間性の涵養」
のために
「多様性を尊重し包容力ある人間性の涵養」
のために

◆小中一貫教育推進費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４，９３４万円
　小中一貫教育体制運営教員(ラーニングコーディネーター)を全中学校ブ
　ロックに配置し、小中一貫教育を推進
◆いきいき学級支援員設置費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，０７５万円
　特別な教育的支援を要する児童生徒への支援体制の充実
◆図書館教育充実事業費
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，７６５万円
　中学校ブロックごとに各１名の学校司書
　を配置し、司書教諭と連携し学力向上に
　資する取組を継続推進

★◇電子図書館学校連携事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・１，１９９万円
　小学校３年生以上の市立小中学生にタブレット端末で利用可能な電子図
　書館ＩＤを付与
◆「宇治学」推進事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４１１万円
　「宇治で学ぶ、宇治を学ぶ、宇治のために学ぶ」をコンセプトとした「宇治学」
　(総合的な学習の時間)を推進
◆小学校・中学校「総合的な学習の時間」推進費 ・・・・・７１５万円
　地域の特性を生かした特色ある教育活動を展開するとともに、歴史・風土・
　産業など教科書の枠を越えた体験的な学習の実施
◆英語指導助手設置費
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４，７８３万円
　英語指導助手(ＡＥＴ)を小中学校
　及び幼稚園に派遣
◎小学校・中学校就学援助費
　・・・・・・・・・・・・・・・・・１億２，００９万円
　学用品等の就学援助費（オンライン学習通信費に係る援助費を追加）
◎小学校・中学校特別支援教育費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・６４９万円
　特別支援教育に必要な教材や就学奨励費(オンライン学習通信費に係る
　奨励費を追加)

◆学校支援チーム活動費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８４３万円
　学校現場の解決困難な事象について、学校支援チームを編成し、専門的
　な助言や関係機関との連携により、早期解決に向けた支援を実施
◆生徒指導研究推進費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５３万円
◆生徒指導緊急配置支援員派遣事業費 ・・・・・・・・・・・・２４８万円
◆不登校児童生徒支援事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６２５万円
　福祉的支援も含めた総合的な不登校児童生徒の支援を実施
◆不登校児童生徒自立支援教室運営費 ・・・・・・・・・・・・５８２万円
◆心と学びのパートナー派遣事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・１６９万円
　中学校を対象に臨床心理学専攻の大学院生等を派遣
★家庭教育アドバイザー事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７１万円
　教育と福祉が連携し、就学前から就学後にわたって切れ目のない支援を
　実施するための研究

◆給食・調理環境充実費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２億４，９４９万円
　給食調理民間委託及び食器・調理備品の補充・更新
◆中学校昼食提供事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６５６万円
　栄養に配慮した注文弁当の提供
◎中学校給食準備事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，０００万円
　給食センター整備に係る測量・地質調査等に要する経費

★(仮)西小倉地域小中一貫校整備事業費 ・・・・・・・・８，４００万円
　(仮)西小倉地域小中一貫校の整備に向けた設計委託
◎小学校・中学校・幼稚園維持整備事業費 ・・・・・４億１，７２１万円
　良好な教育環境の確保と施設の維持・保全を図り老朽化等に対応
◎小学校・中学校・幼稚園管理運営費 ・・・・・・・・・４億７，７５９万円
　国が実施するデジタル教科書実証事業に合わせた指導用デジタル教科書
　等導入
★小学校・中学校照明ＬＥＤ化事業費 ・・・・・・・・・・１億２，２２７万円
★小学校・中学校ＩＣＴ教育充実事業費 ・・・・・・・・２億６，７９８万円
　校内ＩＣＴ環境及びＩＣＴ教育内容の充実（ＩＣＴ支援員の配置含む）
★教育情報ＩＣＴ化推進事業費
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，５００万円
　ＩＣＴを活用し多角的な分析による、きめ細
　かい教育の実施に向けて調査・検討

◆教育情報ネットワークシステム運営費 ・・・・・・１億６，３２６万円
　教育情報ネットワークシステムに関する管理運営に要する経費
◆緊急安全対策事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，８９２万円
　小学校・幼稚園における児童等の安全確保を図るための学校運営支援員
　の配置等
◎安全対策強化費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３，３００万円
　小学校内及び周辺の安全対策を強化するため、防犯カメラを増設

◎地域学校協働活動推進費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，８１８万円
　学校運営協議会と地域学校協働活動を一体的に推進する取組を実施
◆幼稚園預かり保育事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３１５万円
　公立幼稚園において預かり保育を試行実施
◎子育て支援施設等利用給費補助金 ・・・・・・・・・・・・４，９８３万円
　幼児教育無償化に伴う私立幼稚園等に就園する満３～５歳児を対象とした
　補助
◆放課後こども教室支援事業費 ・・・・２８２万円
　平日の放課後、土曜日の午前中に子どもの居場所を確保し、遊びや学びの
　場を提供する活動に対して支援する経費
◆少年補導活動費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０２万円
◆青少年健全育成推進費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２８万円

京都府教育委員会指定
●絆の作り手育成プログラム研究校 ・・・・・・・・宇治黄檗学園  宇治小学校
●次世代型学力・学習状況調査研究事業 ・・・・・・・・・・広野中学校ブロック
　  　　　　　　　           （大久保小学校、大開小学校、広野中学校）
●地域・企業等と連携したＰＩＳＡ型読解力育成事業 ・・・・・・・広野中学校
●食に関する指導充実事業実践中心校 ・・・・・神明小学校、南小倉小学校
●学校図書館機能充実実践校 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・槇島中学校

京都府山城教育局指定
●山城地方学校力向上トライアル校 ・・・・・・・・東宇治中学校、大開小学校

宇治市教育委員会指定
●家庭教育アドバイザー事業研究指定校 ・・・・・・・・・・・・・・・・・伊勢田小学校

京都府小学校教育研究会
●体育部研究協力校（2年次研究協議会） ・・・・・・・・・・・・・・・・西小倉小学校

宇治市の小･中学校では、児童生徒に質の高い学力や豊かな人間性を
身に付けさせるための積極的な研究活動等を行っています。

0774-21-1890 メールアドレス　k-soudan@city.uji.kyoto.jp平日の午前９時から５時まで電話

対象 
小・中学生の皆さん
保護者の皆さん

電話でもメールでも
お気軽にご相談ください

「ふれあい教育相談」「ふれあい教育相談」
メールアドレス用
QRコード

令和４年度  研究指定校紹介

西小倉地域における
小中一貫校の整備について

TEL：0774-20-8772（直）　　　
FAX：0774-21-0400
e-mail：gakkokaikaku@city.uji.kyoto.jp

ご意見・お問い合わせ
宇治市教育委員会　学校改革推進課　

１．子どもたちが光り輝く小中一貫教育を推進する学校
２．多機能で変化に対応し、多様な教育課題に対応できる学校
３．安全・安心で、利用しやすく、子どもたちが楽しく通える学校
４．家庭・学校・地域が連携・協働し、互いの安心と信頼が生まれる、地域のシンボルとなる学校

「しなやかで健やかな身体(からだ)の育成」
のために
「しなやかで健やかな身体(からだ)の育成」
のために

「家庭・学校・地域の連携・協働促進」
のために
「家庭・学校・地域の連携・協働促進」
のために

「市民が学び合う生涯学習社会の進展」「市民が学び合う生涯学習社会の進展」
「歴史と文化の継承・活用」のために「歴史と文化の継承・活用」のために

１

2

3

4

5

6
7

宇治市宣伝大使
ちはや姫

異学年の一体感を育む回廊型案
回遊性のある動線により異学年の一体感・
交流を促進する空間構成

校舎棟を南側に一列に配置した
視認性の高い従来型の空間構成

校舎棟を南側に配置した従来型案

B案
＜＞

宇治市では、平成24年度より全市で小中一貫教育を実施し、義務教育9年間を通して、
児童生徒の発達段階に応じた系統的・継続的な学習指導や生徒指導を行うことにより、
学力の充実・向上を図るとともに、豊かな人間性や社会性を育むことに努めております。
西小倉地域では、児童生徒数が減少している課題を踏まえ、平成30年10月に地域を主
体とした「西小倉地域の小・中学校のあり方検討委員会」を設置され協議を重ねられまし
た。その結果、教育環境の充実・向上を目指すため、西小倉小学校、北小倉小学校、南小倉
小学校、西小倉中学校を統合した小中一貫校を新設することで意見集約され、令和元年12
月、要望書が宇治市に提出されました。これを受け、宇治市教育委員会として、さらに小中
一貫教育を進めるため、西小倉地域を対象とした本市2校目となる施設一体型小中一貫校
を整備することといたしました。

令和4年1月26日に、小中一貫校の開校の準備に向けた協議を行うため、西小倉地区コ
ミュニティ推進協議会、西小倉自治連合会、学校運営協議会、体育振興会及びPTA、宇治市
小中一貫教育推進協議会から選出された委員等で構成される「西小倉地域小中一貫校整
備検討委員会」を発足し、協議を開始しました。
子どもたちの教育環境をより良いものとすることを基本的な考え方として、西小倉中学
校敷地にて令和8年4月開校を目指します。

〈整備に向けての検討〉

西小倉地域
小中一貫校整備の
基本コンセプト

　配置イメージ（案）〔以下のA案・B案〕⇒　今後、この配置イメージ（案）を基に基本計画を策定します。

A案 B案

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
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子
ど
も
の
成
長
と
関
係
性
の
変
化

―

精
神
的
な
敷
地―

第1回人
間
は
誰
で
あ
れ
、
自
分
自
身
の
『
精
神
的
な
敷
地
』

を
持
っ
て
い
ま
す
。
『
精
神
的
な
敷
地
』
と
は
、
自
分
だ

け
で
考
え
た
り
、
感
じ
た
り
、
判
断
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
所
の
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
自
宅
で
過
ご
し
て
い
る
時
に
、
誰
か
が
勝
手

に
入
っ
て
き
て
、
部
屋
の
中
を
ジ
ロ
ジ
ロ
見
た
り
、
掃
除

を
し
は
じ
め
た
り
し
た
ら
、
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感

じ
る
で
し
ょ
う
か
。
嫌
な
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
怖
い
と

思
っ
た
り
し
て
、
守
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
同
じ
よ
う
に
、『
精
神
的
な
敷
地
』
も
、
誰
か

が
勝
手
に
入
っ
て
き
た
場
合
は
、
安
全
を
お
び
や
か
さ
れ
、

守
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。
自
分
の
考
え
や
感
覚
、

判
断
を
、
勝
手
に
変
え
ら
れ
た
り
、
一
方
的
に
ダ
メ
出
し

さ
れ
た
り
し
た
時
に
感
じ
る
何
と
も
言
え
な
い
不
快
感
は
、

『
精
神
的
な
敷
地
』
の
境
界
線
を
勝
手
に
越
え
ら
れ
た
た

め
に
生
じ
る
、
安
全
を
お
び
や
か
さ
れ
た
感
覚
、
守
ら
れ

て
い
な
い
感
覚
で
、
こ
れ
は
健
康
な
状
態
と
は
言
え
ま
せ

ん
。『
精
神
的
な
敷
地
』
が
守
ら
れ
る
こ
と
は
、
精
神
的

な
健
康
が
守
ら
れ
る
こ
と
に
直
結
し
て
お
り
、
健
康
な
人

間
関
係
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、『
精
神
的
な
敷

地
』
に
対
す
る
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
、
自
分
の
『
敷

地
』
を
守
る
、
相
手
の
『
敷
地
』
に
入
り
込
ま
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
も
う
少
し
言
う
と
、
自
分
の
『
敷
地
』
は

自
分
の
も
の
で
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
す
る
か
、

誰
を
出
入
り
さ
せ
る
か
は
、
自
分
で
決
め
て
い
い
の
で
す
。

そ
し
て
自
分
の
『
敷
地
』
を
尊
重
す
る
よ
う
に
、
相
手
の

『
敷
地
』
も
同
じ
ル
ー
ル
で
尊
重
し
ま
す
。

こ
の
関
係
性
は
誰
と
で
あ
っ
て
も
普
遍
で
す
が
、
親
子

関
係
に
お
い
て
は
少
し
特
別
で
す
。
親
は
、
何
も
で
き
な

い
赤
ち
ゃ
ん
の
状
態
か
ら
子
ど
も
を
育
て
ま
す
の
で
、
親

が
子
ど
も
の
『
敷
地
』
の
手
入
れ
を
し
、
人
の
出
入
り
も

決
め
て
い
き
ま
す
。
い
う
な
れ
ば
、
同
じ
『
敷
地
』
の
中

で
生
活
し
て
い
る
関
係
性
で
す
。

と
こ
ろ
が
子
ど
も
が
成
長
し
、
い
わ
ゆ
る
思
春
期
に
入

る
と
そ
う
は
い
か
な
く
な
り
ま
す
。
今
ま
で
は
同
じ
『
敷

地
』
に
住
ん
で
、
親
の
や
り
方
で
手
入
れ
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
思
春
期
と
も
な
る
と
、
今
ま
で
の
よ
う
に
親
の
や

り
方
で
子
ど
も
の
『
敷
地
』
に
手
入
れ
を
し
て
い
る
と
、

違
和
感
が
出
て
く
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る

と
、
親
子
で
あ
っ
て
も
同
じ
『
敷
地
』
に
住
み
、
同
じ
方

法
で
手
入
れ
を
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
か

と
い
っ
て
、
完
全
に
お
互
い
の
『
敷
地
』
を
分
け
て
、
相

手
の
『
敷
地
』
に
絶
対
に
入
り
込
ま
な
い
、
子
ど
も
だ
け

で
『
敷
地
』
の
管
理
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
難
し
い
時
期

だ
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
思
春
期
の
子
ど
も
と
親
の
『
敷
地
』
の
ス
タ
ン

ス
と
し
て
、
下
宿
人
（
子
ど
も
）
と
大
家
（
親
）
の
関
係

性
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
大
家

か
ら
す
る
と
、
下
宿
人
に
場
所
を
貸
し
て
い
る
の
で
、
貸

す
う
え
で
の
ル
ー
ル
は
下
宿
人
に
守
っ
て
も
ら
う
、
共
用

の
場
所
に
何
か
を
置
い
た
ら
撤
去
す
る
、
と
い
っ
た
範
囲

で
『
敷
地
』
の
外
側
の
お
世
話
を
す
る
。
他
方
で
、
下
宿

人
の
部
屋
の
中
が
ど
ん
な
に
片
付
い
て
い
な
く
て
も
、
そ

れ
は
下
宿
人
の
責
任
の
範
囲
な
の
で
手
は
出
さ
な
い
、
と

い
っ
た
関
係
性
で
す
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
、『
精
神
的
な

敷
地
』
に
置
き
換
え
て
、
大
家
の
ル
ー
ル
の
範
囲
、
下
宿

人
の
責
任
の
範
囲
を
考
え
て
関
わ
っ
て
み
る
と
、
お
互
い

の
『
精
神
的
な
敷
地
』
が
お
び
や
か
さ
れ
な
い
、
安
心
で

健
康
的
な
関
係
性
に
な
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時

の
大
家
の
ル
ー
ル
や
下
宿
人
の
責
任
の
範
囲
は
そ
れ
ぞ
れ

の
家
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
は
合
意
で
き

な
く
て
も
、
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
く
過
程
は

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

思
春
期
の
子
ど
も
と
の
関
係
性
は
難
し
い
も
の
で
す
が
、

親
子
で
あ
っ
て
も
、
安
全
で
健
康
な
関
係
性
を
意
識
し
て

い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。
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　宇治黄檗学園では、宇治市教育委員会研究指定校として、令和２年度よりコミュニティ・スクールを推進してきました。
学校運営協議会については、令和３年１月に立ち上げ、今年度も、第1回協議会を４月に開催し、15名の委員が教育ビ
ジョンを共有する中で、学校運営方針が承認されました。コミュニティ・スクールも３年目を迎え、「地域とともにある学
校づくり」を目指し、大人の熟議のみにとどまらず、子どもたちの成長に繋げるような視点を大事にして、取組を充実さ
せていきたいと考えています。

　ボランティア登録を基に、地域住民の方に得意分野を活かして学習支援を行っていただけるように、職員室にCSコー
ディネーターの席を設け、地域連携担当教職員と調整をしています。学習支援に入る学年の授業内容や支援形態を共有
し、当日の流れを確認していきます。さらに、支援後も、必ず振り返りをしています。支援のポイントになる部分や担任か
らの気付き、次回に向けての要望など、確認し連絡調整しています。

学校運営協議会

宇治黄檗学園 コミュニティ・スクールの取組

ＣＳコーディネーター（地域学校協働活動推進員）と教職員のコミュニケーション

　５月、第６学年家庭科「ナップザックづくり」の授業で、ミシンの取扱いに関わって学習支援をし
ていただきました。特に、児童の作業が難しい部分を重点的に支援していただきました。ボランティ
アの方々からは、「子どもたちからエネルギーをもらいました。」と、大変うれしいコメントをいた
だき、この取組を通してお互いがwin-winの関係になり、「学校を核とした地域づくり」にも一歩踏
み出せたような気がします。

「地域とともにある学校」で子どもたちの成長につなげる

ご家庭でも引き続き感染拡大防止にご協力お願いします

●不安を差別につなげない
●正しい知識と情報を知る
●患者やその家族、医療従事者等への配慮

STOP
コロナ差別

（文部科学省及び法務省啓発資料をもとに作成）

●毎日の検温
●発熱や風邪の症状が
あるときは、無理せず
自宅療養
●家族に体調不良者がい
る場合は外出を控える

毎日の健康観察
●外から帰ったとき
●咳やくしゃみ、鼻をかん
だとき
●共有のものを触ったとき
●食事の前後 等

手洗いの励行
●咳・くしゃみをする際
に、マスクやティッ
シュ・ハンカチ、袖を
使って、口や鼻をおさ
える

咳エチケットの徹底
●こまめな換気
●身体的距離の確保
●場面に応じた適切なマ
スクの着用

密の回避
●十分な睡眠
●適度な運動
●バランスのとれた食事

抵抗力を高める

教
育
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
人
は
人
の
中
で
し
か

 

育
た
な
い
」

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
、
新
し
い
学
校
の
生
活
様
式
に
よ
る

感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
行
わ
れ
て
い
る
学
校
教
育
活
動

も
、
３
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
支
え
て
く
だ
さ

る
保
護
者
の
皆
様
、
学
校
へ
様
々
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
地
域
の
皆
様
、
学
び
を
止
め
る
こ
と
な
く
創
意
工
夫
し

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
教
職
員
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
間
、
世
界
で
の
出
来
事
を
見
ま
す
と
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
う
私

た
ち
と
し
て
断
じ
て
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
過
ち
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
戦
禍
の
中
、
当
た
り
前
の
日
常
が
奪
わ
れ
、
傷
つ
き

悲
し
む
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
観
る
と
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ

る
思
い
で
一
杯
で
す
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
日
本
は
も
と

よ
り
世
界
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
３
年
前

に
は
誰
も
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
事
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
予
測
不
可
能
な
時
代
（
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
）
に
お
い
て
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
生
き
抜
く
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
如
何
に
大
切
か
を
考
え
る
と
、
教
育
の
果
た
す
べ
き
役
割

の
大
切
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

宇
治
市
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
年
３
月
に

策
定
い
た
し
ま
し
た
「
第
２
次
宇
治
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」

に
お
け
る
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、「
子
ど
も
た
ち
を
教
育

す
る
の
は
、
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
、
将
来
、
働
く
た
め

の
準
備
を
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
向

き
で
、
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
人
と
折
り
合

い
を
つ
け
る
社
会
性
や
積
極
的
に
社
会
参
画
す
る
こ
と
が
で

き
る
市
民
と
な
っ
て
い
く
た
め
に
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
教
え
る
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の

可
能
性
を
引
き
出
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
と
は
違
う
新
し
い
社
会
の
中
に
お
い
て
も
、

「
人
は
人
の
中
で
し
か
育
た
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
不
易

な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
学
校
は
子
ど
も
が
社
会
を
経

験
す
る
場
で
あ
り
、
教
師
と
子
ど
も
、
ま
た
、
子
ど
も
同
士

が
お
互
い
に
働
き
か
け
る
か
ら
こ
そ
、
真
に
生
き
る
力
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
学
校
は
そ
の
た
め
に
あ
り
、
現

在
、
感
染
症
対
策
と
し
て
回
避
し
て
い
る
「
密
」
は
本
来
、

最
も
大
切
な
要
素
で
あ
り
ま
す
。
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
行

う
様
々
な
取
組
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束

す
る
ま
で
の
措
置
と
し
て
や
む
を
得
ま
せ
ん
が
、
必
要
な

「
密
」
が
許
さ
れ
る
学
校
に
戻
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま

せ
ん
。

こ
れ
か
ら
益
々
暑
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
く

れ
ぐ
れ
も
お
体
を
大
切
に
、
健
康
第
一
で
お
願
い
し
ま
す
。

宇
治
市
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
よ
り
良

い
教
育
の
推
進
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心
で
健
や

か
で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
学
び
の
保
障
や
心
身
の
健

康
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

コミュニティ・スクールの推進にむけて
　家庭・学校・地域がそれぞれの強みをいかしてつながり、子どもたちをはぐくむため、本年度より、市立のすべての小中学校で学校運営協議会を設置する
とともに、地域学校協働活動を一体的に行うコミュニティ・スクール（CS）を推進していきます。
　今回は、令和2年度から研究指定校として、コミュニティ・スクールを推進してきた宇治黄檗学園の取組を紹介します。


